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研究成果の概要（英文）：Comprehensive evaluation of effluent toxicity regardless of individual 
chemicals and development of rapid detection method of causative agents are necessary to further 
expand water reuse system. In this study, water quality analysis and cytotoxicity test were 
conducted for wastewater samples with various compositions, and those parameters  affected 
cytotoxicity was investigated by chemometric approach. The Elastic net regression analysis using 208
 datasets estimated 16 water quality parameters which contributed increase in cytotoxicity. The 
estimated parameters related to fluorescence character suggested a possibility that hydrophobic 

































模擬下水試料の作製：2018 年 8月～2019 年 9月, 国内 4都市 7ヶ所の下水処理施設において最
初沈殿池越流水を採取した。下水試料を孔径０.22μm のフィルターを用いてろ過滅菌後, 様々
な割合で混合し, 計 208 の模擬下水試料を作製した。 
細胞毒性試験：ヒト肝癌由来細胞株（HepG2）を用いた細胞毒性試験を実施した。試料及びコン
トロールとして MQ 水を培地成分とそれぞれ混合し, 最適 pH に調整した。本溶液を細胞培養液
と置換し, 48 時間後, MTT アッセイにより細胞生存率を測定した。 
水質分析：pH,電気伝導度,紫外線吸光度, DOC, DN, アンモニウムイオン, 亜硝酸イオン, 硝酸
イオン, リン酸イオン, 硫酸イオン, 塩化物イオンを測定した。分光蛍光高度計（日本分光）に
より３次元蛍光スペクトルを測定した。 
統計解析：フリー統計ソフト Rに glmnet パッケージを導入し, 1985 個の水質パラメータを説明




回帰係数（平均値）を表 1 に示す。1985 個の水質パラメータのうち細胞生存率の変化を説明す
る上で重要な変数は, 13 の蛍光スペクトルの他, 硝酸イオン, 亜硝酸イオン, 塩化物イオンの
計 16 項目と推定された。蛍光スペクトルのうち, 回帰係数の絶対値が最も大きいグループは, 





表 1 Elastic net 回帰分析の結果 
水質パラメータ 回帰係数（平均値） 水質パラメータ 回帰係数（平均値） 
① Ex240/Em265 -0.33393 ⑨ Ex220/Em265 -0.03208 
② Ex235/Em260 -0.25538 ⑩ Ex260/Em280 -0.01433 
③ Ex250/Em275 -0.24580 ⑪ Ex225/Em260 -0.00652 
④ NO3- -0.09720 ⑫ Ex315/Em350 -0.00132 
⑤ Ex320/Em335 -0.07576 ⑬ Ex335/Em385 -0.00115 
⑥ NO2- -0.06159 ⑭ Ex335/Em375 -0.00073 
⑦ Ex315/Em330 -0.03752 ⑮ Ex340/Em390 -0.00053 























図 1 EEM マップにおける蛍光スペクトルの位置（ベースマップは Xiao et al., 20181による） 
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